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1・エ'ド¥一ー7ド・キ ー ンEdmundKeanは1787年 ロン ドンで生 まれ,1'1833
年 リ'うチ モ ン ドで窮 死 したポ芝居 の道具 方 を父 に,旅 麺 りの役者 を母 に持
つた ギこ ンは,少 年 の頃 水 夫 の見 習 とな ったが,長 続 きしな か った。'一
・結局 ,芸 術家 的 な血の 流 れ てい る キー ンは演 劇 界 に入 る・ご とに な うた。・
は じめは 道化役 者 にな った り,'軽業師 な どに な うた り してい た が,…やが て
シ 土一 ク'スピアの劇 を演 ず る よ うに な り,:その 才 能 を発揮 す るこ ととな っ
た。'1814年ドリュ リ・イ.・レイ ン座Drury-Laneで『ヴ ェニ スの 商人』1Le
marchanddeVeniseのシ ャ イ ロ ックShylock'の役 で あ た りを取 づ;た。!そ
の後 キー ンは,シ ェー ク ス ピアの悲 劇 や同時 代 の メ ロ ドラ々:の英 雄 を次 々
と演 じた∴ 情熱 の激 しさや,前 代 未 聞め表 現 の激 しさを 加 えて演 ず る キー
ンの卓越 した演 技 は増々 観 衆 を魅 了す る よ うにな り,観 衆 のみ な らず,共
演 の役 者 ま:でも,そ の劇 の イ リュー ジ ョンillusionの中 に引込 ん で しま っ
た と云 われ てい る。i
彼 は,ス コ ッ トラ ン ドで も,ア メ リカで も,・フ ラ ンスで も同 じよ うな 成
功 を博 した。七 か し,15・6年 続 い た彼 の名 声 も,彼 の羽 目 をはず した放
蕩 や,マ ンネ リズ ム に陥 った彼 の演 技 な どの た め に,少 しず つ下 火 に な っ
て哨 た・tこの頃から・彼の生活は舌L陀 その言動 も鵠 じみて来 るよう 天
にな ったδ ・
1833年「オ セ ロ」Othelloを⊥ 演 中,彼 は倒 れ,そ れ か らま もな く息 を
引取 つた。.
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これは イギ リズの悲劇役者 キー ンの生涯の概略であ るが,こ の ように波
瀾に満ちた生涯 を〆彼 と同 じように情熱的でパ不罵奔放な役者 フレデ リッ
ク'ル メ ー トルFred6rickLemaitreに 演 じ さ せ よ う と し て,ア レ ク サ ン
ドル ・ デ ュ マ ・ペ ー ルAlexandreDumasPさreは,『 キ ー ン,も し くは 狂
人 と天 才 』K『anou嘩sordreetGenieを 書 い た 。
デ ュマ ・ペ ール には,情 熱的 で,ロ マ ンチ ックで,大 袈 裟 な黒 人の 血 が
流 れ てい ると云 われ てい る。従 って,彼 には,ロ マ ン主義 作家 と しての気
質 にぴ つた り と当嵌 る ものが あ ったので あ る。彼 の生涯 は剣豪 歴 史 小 説
㌔『三銃士」JeST・・i・.:mgU・qU・t・ireS1や冒険 小説rモ γテ 三ク'?X5.伯」、
　 る
Monte-Cri.ste..を書 くこ と で 終 っ た よ・うに 思 わ れ て い る が,彼 が,・ヴ ィク ト
ル ・、ユ ゴ ・-Victor.Hugo?アル フ:レヅ ド ・ ド ・・ミュ ッ セAlfreddeMusset,
ア ル フ レ ッ ド・ :ド・ヴ ィ ニ ィAlfredideVignyi等と と;51F,…ス ラ ン ス の
ロマ ン派 演 劇 運 動 を推 進 す る の に 果 た し た 役 割 は 大 変 大 ぎい 。 特 に ,ヴ ィ、
ク卍 ル ・'ユゴ ー のr'エ ル ナ ニ 』Hernani」二演 に さ き だ つ こ と,ち ょ.う,ど一
年 前,,1829年2.月11H,.文 壇 の 新 参 者 デ ュ マ、が,突 然 散 文 劇 『ア ン..i?三世
とその宮廷 』Henry]1[et$acoUrをフ ランス座le'rh6atre-Frangais.一':で
上演 した こ とは,。当 時 の ロマ ン派 作 家達 に対 レて非常 に大 きな役割 を果 た
した61この劇 の初演 の晩 には・ ロマ ン派 の作家達 は・ ロマ ン派 の勝 利 を獲
得 したぞ とば か りに喜 び・ 叫 び・勝 利 を祝 って,劇 場 の楽 屋で円 陣 を作 っ
て 踊 っ た と 云 わ れ て い る 。 ..、 、,
∴劇的行為の感覚 を十分 に持 ってい るデ ュマρ 作 り出す演劇は,.簡単で通
俗的 であ るが,【しか し,強 烈なほ ど奇怪で,:活動的で,時 には獲猛に さえ
見える情熱 を含 んでいる。境遇は集積 しゴ.葛藤は交錯 し,様 様な急変が次
毛 次に起 こるこ しか し,今 日の観客の立場 かちす ると;'、ロマ ン派独特の感
傷 と か,仰 々 し く長 た ら しい セ リ フ な ど が 欠 陥 と し て 指 摘 され る で あ ・ろ
うo,ン"・...:三1・ ・t…tl 、
役 者 フ レデ レ ッ ク の た め に 特 別 に 書 か れ た こ の 戯 曲 『キ ー ン,も し く は
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狂人 と天 才 』 は様 々 なエ…ピソー ドーを巧 み に 配 列 し,観 衆 を楽 しま せ て ぐれ
るが,主 人 公 キー ンの心理 を極 めて巧 み に浮 彫 に した傑 作 で ある 。.,.,,1
初 演 は,1836年8月31日,.ヴァリエ テ座1e'Te6atredesVari6tes,.で行








































































ア ン ドレ ・モ ロワAndr6Mauroisは,当時 の デ ュマ とフ レデ リックに
関 して次 の よ うに語 り,『 キー ン』 の舞 台裏 を少 し覗 かせ て い る。.
「1836年は,デ ュマ には勝 利 の印 され た年 だ った。・乱行 の 果 て最 近悲劇
的 な死 を遂 げた イ ギ・リスの大俳 優 の こ とを書 い た劇 『キー ンあ るいは混 乱
と天 才」 の 成功 で あ る。 デ ュマの た いて いの作 品 ・と同機 これ も偶然 とめ
ロ
ぐり合わせ か ら生 まれ た。 ぢ ょうどフレデ リック ・ルメー トルが ヴ1アリエ
テ座 に入 った ところだ った。・『混乱 と天才liとい う言葉 は この男 を・かな り
・よ く表 わ していた。・デ ュマはこの男 を当代随一の役者 と考 えていた。 ・『ナ
ポ レオ ン』は彼 に初演 させ た し痴再 演のfネ ール塔』 の ビュリダ ン役 で も
ボカージ ュよ りは るかに うまい と思 った。だがこれは難か しい男だ った。
舞台に泥酔 して上 り,・プ ロンプター ・ボ ックスか ら出て行 ったり,ゼ ユリ
ダ ンを演 るの に不意 に緑色 の眼鏡 をかけた りした。馬鹿げた気取 りか ら,
ポスターに大 きな字 で 自分 の名前が印刷 され るの を決 して認 めなか つた。
<じゃあ,フ レデ リッグ さん▲ほかの方た ちの名前は どこに書いた らいい
んですか?〉 と劇場支配入 が き くと,ぺ 糊 をつけ る方 に書 くさ!〉 とフ レ
デ リックは傲然 と答 えるの だ った○ ・
こ うい うわけで,彼 には キー ン・と似 たところが沢 山あ ったので,・,ヴ土 リ
,エテ座 への初 出演 には元 この人物 を演 じてみたが っていた。ノ多作 も多作 な
ら仕事 も雑 な テオ ロンとクール シー とい う二人の劇作家の台本 が彼 に渡 さ
れてい た。 フレデ リ・ックは これがあま り気 に染 まなか った。彼 はデ ュマの
協力 を求め;デ ュマが筋 に味 をつけ,一会話 を書 き直 し,こ の芝居の作者 を
自分一人の名前 にするこ とに したポ彼 はこの芝居のなかに,フ レデ リック
を一 また彼 自身 をた くさん盛 りこんだのだ。 キー ンが イギ リスの大貴族
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を罵倒 す る シー ンは,デ ュマが ア レル とフ レデ リックの 口論 を聞 いて,そ
れ か ら作 った もの だ づた。第 二 幕 で キ ー ンが描 い て みせ る イギ リス批 評 界
の 激 烈 な描 写 は,フ ラ ン スの評 壇 に対 す るデ ュマ の痛罵 だ うた。
筋 書 は テ オ ロ ンの筋 の ままだ った。 プ リンス ・オブ ・ウ ェー ル ズ と恋 敵
の キー ンは美 人 の デ ンマ ご ク大 使 夫 人 を張 り合 い,・ 『ロ ミオ とジ ュ リエ ッ
ト』 の 芝居 を中断 じて,王 位 継 承 者 に皮 肉 た っぷ りの長 台詞 を舞 台 か ら浴
びせ かけ る。'その あ とで悲劇 役 者 は ア メ リカに旅 に 出 る よ う 〈招待 〉'さ・れ
て,前 か ら彼 を愛 してい た少女 が忠実 に従 ってー追 放 の 旅 に 出立 す るの だ。 ・
芝 居 の 世 界 め活 写 と フ レデ リック ・ル メー トル が く旗 持 に ま た 天 才 的
に〉演 じた キ ー ン どい う人 物 の ため に,こ の芝居 は激 賞 され た。」ω い ・
辛辣 な批 評家 ど して定 評 の あ るハ イ ン リッ ヒ ・・ハ イネは,こ の劇 につい
て,次 の よ うに書 い てい る。 「この画 面 の どこ に も胸 を打 つ真 実 がみ な ぎ
って い る… ・・よ主人 公 と役 者 の あい だ に驚 くべ さ親 和 力が通 ってい る… … フ
レデ リ ックは無 上 の道 化 役 者,そ の世 に も恐 るべ き道 化 ぶ り は,タ リ・一
.(喜劇 の女 神)'を恐 怖 で蒼 ざめ させ 一 メル ポ メー ヌ(悲 劇 の女神)に 幸福
の微 笑 を も らさ しめ るの だ… …」{2}・, .xl
キー ン とい う人 物 に心 を奪 われ たの は,デ 斗マば か りで は なか つた。 ジ
ャ ン ・ポー ル ・サ ル トルJean-PaulSartreもその一 人 で あ うた。
サル トル は,デ ュマの 「キー ン』 を読み,そ の 良 さを十分 に取 り入 れ た
上 で,こ の 作 品 を思 い切 り現 代 風 に書 き改 め たの で あ る。
サルFル と云 えば,た だ ちに,1「実 存」,「善」,「悪 」,「神 」 な ど と い っ、
た難 解 な問 題 を想像 す るが,『 キ ー ン』.に於 ては,そ うい った問題 は あ ま
り提 起 ざれ てい ない 。彼 はiた だい口 分 の お気 に入 りの役 者 ピエー ル ・ブ
ラ ッスールPierreBrasseurに,思、う存分 腕 をふ る って も らお う として,特
に キー ンー人 だ けに ス ポ ッ トをあ て て書 き改 めた の で あ る。 だ か ら,こ の
『キー ン』 に於 ては,プ ラ ッスールの思いの ままに芝居 をして も ち え れ
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四
ば,そ れ だ け で サル ドル は 満 足 だ っ'たの で あ る 。
『`こ
の 初 演 はJ'、1953年11月・,'.パリの サ ラ ・ベ ル:ナー ル 座1eTh6atreSarab-

















こ こで;:デュヤめ1『キー シ』・とサル トル め 『キ]シ 』'とを比 較 検討 す る
こ どば1デ 三 マ とザル.トル の ご と を知 るば か り、で は な.〈∵ ゴマ ン派 時 代 と
現 代 の文 学 と.を同時 に考察 す るこ とに もな り,・その各 々 の特 徴 を知 る上 で
も,か な り面 白い こ とで あ る。''"・'■1・ 一.・
例 へ ば,ロ マ ン派 の特徴 で あ る非現 実的 な セ リフ1長 々 として大 仰 な表
現,感 傷 的'な場 面 な ど・は,今 日では,と て も受 け入 れ難 い こ とであ る し,















この セ リフは,更 に長々 と続 くのであるが,こ の個所 は,:当時の ロマ ン
派 め人々 の抱 く憂 欝感 を巧み に描 き出 している。'∵ ∵
ジャンe'ジャク ・・ル ソ一-Jean・JacquesRousseauやゲー テtGoetheなど
にあ った憂欝は,抑 圧 された人間の憂欝であ りジ才 能 もあ り,㌔徳性 もあ り
な:がら∵ 身分制度のために出世す るこ ともで きず,愛 す る女性 と結婚す る
こ ともで きない人達 の憂欝であ ったが,ロ マン派の憂欝,す なわ ち く世紀
病〉"1haLdu'siさclさと云 われてい る憂 欝は,`フラ ンス革命 な どの結果,!自
己の社会的基盤 を失 った支配者達 の憂欝であ った。 この憂欝 病'つ ま り
く世紀病〉 に握 った人達は,人 生の意義 とか,人 聞の運命 とか,社 会のあ
りかたな どとい った問題 について深刻 に悩 んだのであ る。 その結果生 まれ
たのが,〈 世紀病の文学〉 であるが,こ れは,決 して進歩的な作 品 と云え
る ものではなか った し,ま た,現 代の読者 が読 んで面白い と云 える作品で
もない。 ただ,文 学的 な功績 とい う面か ら考え ると,ま ず第一に,そ の時
まで枯渇 していた持情詩 を復活 させ た とい うこ とであ り,第 二に,個 性主
義 の文学 を確立 した とい うこ とであ り,第 三に,文 学作品に思想 を与えた
とい うこ とであ る。 こうい った功績 は近代文学に欠 くこ とので きない もの
であ った。
いずれに して も,ア ンナのこの セ リフは,当 時の社会的風潮 の一 面か ら
現 われた ものであ り,今 日では受 け入 れ難 い表 現方法である。勿論,サ ル.
トルは,こ の ような場面 は省いてい る。 三
さて,デ ュマのrキ ー ン』 も;サ ル トルの'rキー ン」 も五幕物の劇 であ
るが,サ ル トルの登 場人物は,す で に見 たように,デ ュマのそ れ と 較 べ
て,極 端 に切 りつめ られていて,簡 潔 な様相 を呈 している。その内容 ば,
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ほ とん ど似 通 ってい るも
有 名 な役 者 キー'ンは二 人 の婦 人 か ら愛 され て い る。 プ リツ ス ・オ ヴ ・ウ
ェル ズの言 い寄 ってい るケ ー フェル ト伯爵 夫人,エ レナ と,・ロ」 ド・ミー
ウ ィルの 言 い寄 るア ンナ ・ダ ンビ ィが その婦人 で あ る。 しか しキー ンの愛
してい るの は ケ三 フェル ト伯 爵夫人 で あ る。 キー ンは,…様 々 な事 情 か ら,
軽 蔑 に値 す る偉大 な貴族 ロr－ド・・ミーウ ィルの 誘惑 か らダ ンビ,tイを 救 う『
が,そ れ が契機 とな って,キ ーシは彼 女 を 自分 の妹 の よ うに思 う よ うにな
る。 ジ 已一 ク ス ピァめ 白 メオ(サ ル トルの 『キー ン』 で は オ市 田)を 演 じ
'
て い る最 中,伯 爵夫人 の桟 敷 に プ リンス ・オ ヴ ・ウ ェル ズの い るの に気付
い だ キー ンは,'自分 の役 を車止 して しまい,自 分 の恋 敵 に激 しい侮蔑 を公
然 と投 げか け る6最 後 に気 を失 って倒 れ て しま う。'彼の友 達 は,・彼 が狂人
に な ったの だ と思 うこ その後,色 々 な問題 が起 るが,プ リンス ・』オ ヴ ・ウ.
土ル ズめ寛 大 さめ お蔭 で,す べ て うま く治 まる。彼 は ケー フェル ト伯爵夫
人 の名声 を救 い,キ ー ン を許 す。 や がて,キ ー ンは ア ンナ ・ダ ソビ ィと連
立 って ア メ リガに向 う。 キー ンは彼 女 と結婚 す る こ とに な る。::一
まず,一デ 三マ どサル,トル の キ≒ ンの 性質 につい て考察 してみ よ う。,
・デ ュマの描 くキー ン も,サ ル トル の キー ン も,放 蕩 者 で あ り,・享楽 者 と
しての一 面 を兼 ね備 え た役者 で あ るが,デ ュマの キー ンは,サ ル トルの キ
ー ン程 放蕩 者 で も,,享楽 者 で もない。 読 んで いて それ と気 付 かない程 で あ














デ ュマ の キー ンが,サ ル トルの キー ン程 放 蕩 で享 楽者 ど感 じられ ないの
は,サ ル トル の よ うな一 本調 子 な キー ンで はな く,様 々 な性 質 を備 えてい
るため で あ る。 つ ま り,デ ュマの キー ンは,放 蕩:で享楽 的 な一 面 を持 って
はい る もの の,一 方,サ ロモ シ,ア ンナ,ピ ー ター,ピ ス トルな どに対 し
て絶 えず心 を配 り,'彼等 の一人 一入 に深 い愛 情 を惜 しみ な く与 え てい るの
で あ る。 『 一.
ア ンナ ・ダ ンビ ィに対 す るキー ンの態度 を見 れ ば,そ れ が 明確 にな るだ
ろ う16',1..,'.f'..
sキー ンは,'アンナ に対 して,真 の妹 に対 す る愛 情 を抱 き,心g)優 しヤ呪
と してふ る ま ρて い る。何 時 もい たわ りの気 持 を持 って,彼 女 に優 レ く語
りか けてい るので あ る。、デ ュマの キー ンはジ、ア ンナに対 して,決 レて次 の
よ うな セ リフは云 わ な いで あ ろ う。Tt .一 －r、
コ ック ・ノワール の酒場 で,ア ンナ を誘 い 出す偽 の手紙 を見 た,キご ン
が,そ の策 略 を したのは ア ンナ 自身で は な い か ・と,ア ンナ を責め るセ リ
フ,'
`' ・O








い' ・ ,'パ:1・ ・.'
サル トルの キー ンは,こ の セ リフ を読 んで も判 る よ うに,:}・ア 呂ナに対 し、
で,'・人 情 も優 しさ も持 って い ないかの よ うで あ る。彼 が愛 情 を抱 く・の は,
ケー フェル ト伯 爵夫人 唯一人 で あ って,他 の者 は ど うな って も構 わ な いと
い った感 じを与 え る。 ← 一 ∵ 、 パ:
だ が,心 の底 か らそ う思 ってい るの で あ ろ うか?否,彼 は,外 面 的 に
は,;アジナ を冷淡 に扱 ってはい る もの の,心 の奥 底 には この上 ない優 しさ
も
が潜んでいるのである・第四幕第五景 に,そ れがは っきり,と現 わ れ て,い
る。
九
‥一流役者 にな つたキご ンが,昔 の仲聞達 に対す る気持,・態 度 な.どは ど う
であろうか?1,
サルF>レわ キー ンは,;デュマの場合 と同様,昔 の仲間達 を忘れ るよ うな
ことはない。だが,一 流役者にな ったキー ンは,彼 等 と話 をす る際 に何 か
彼等 と隔 った もの を持 ってい る;自 分 は誰 からも慕 われてい る有名 な役者
だ と自負 しているためだろうか?・ 昔の仲間達 に対 して親切 をつ ぐそうと
い う気持 は十分持 ってい るのだが,彼 等 に優 しい態度 を示 した り,心 の底
か ら打解 けた気持で,彼 等 と同等 の立場 で話 しあ うことがで きない。 キー
ンと彼等 の間 には,何 か隔 』た ものがあるので ある。 ㌧ 一
「一方,デ ュマのキー ンは,'昔の仲間達 に会 うと,懐 しさめあ まり,自 分
が有名な役者であることを忘れてしまったかの如 くに,彼 等の中に飛び込
み,昔 の ままの キー ンとして,彼 等 と語 り,彼 等 の不幸 を自分 の ことの よ
うに心の底 か ら痛々 し く思いダ親身になら て彼等 を助 けよ う・と努 力する。
従 って,キ ー ンと彼等の間には隔 りとい った ものは少 しも感 じられず,互
に解 け合 ってい る。
(96)
∴ただ,.昔の仲間達の方では・何時 もキ三γに対 して遠慮がちにな っ言い
るが,現 在彼が有名な一流役者になっていることを考えれば致 し方のない
こ とで あ ろ う。
・結 局,デ 字マの描 くキニン、は・放 蕩で享楽者 とレての性格 を帯びてはい
る ものq・、心の優 しk)・人情の 厚V》 何加 咽 味にあ3沸 た清 らカ;な役者
で あ り,六 方 サノヒトノヒの描 き出すキrてンはJ,・,デュマ以上 に放 蕩 と享楽 を好
む・極めて匂いの強い役者 であると云 える・借金 で首が廻 らず元・1どうに,も
動 きが取 れない状態であ るこ とを良 く承知 して いなが ら.も,.他、人 には気前
が良 くi・.湘変 らず享楽 と放 蕩 に耽る個性の強い人物である。.デュひの 書二
.ンの清 らかさ に対 して・,サル}ル のキ三.ンの どす黒 さが極 めて対照的であ
る ・ ・;;・ ・r,:
.・lt.>1・ 、.・j..、1.」1㍉ 一 、t:
.所 でい サルFILt'の『キーrン』 には・デ ュマの場 合 に全 く見 られ な 哺木 き
な特 徴 が あ る。浸 れ は,':『キー γ」、全体 にわ た って 展 開 ざれ てい るキ㌻ ン
の役 者 と しての 自負 心 で あ る。、これ は∫ 当然,こ れ まで述 べ て ぎた 志∵ ン
の性 格 を決定 してい る もの で あ るが,こ の 自負心 とはい ったい どん な もの
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八
、t19世紀の イギ リJス上流階級 に於 ける役者の身分 は,今 日のブル ジョワ社
会 に於 ける私生児 や詐 欺師 と同 じよ うに,'善良な人 々に と・って,`、侮蔑の対
象 であ り,賎iしい もので あ った。役者 や私生児 は世間か ら恥か しめ られ た
(97)
七身 分 な め で あ る 。 彼 等 は,消 え る こ と め な い 刻 印 を押 され ㌧ 社 会 か ら拒 否
さ れ た 存 在 な の で あ る 。'・..・ ・ 一 ∴ ∵1.・1'1..::・
t`.r
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こ の キ ー ン の 絶 叫 は,サ ル トル 自 身 の 叫 び で あ る。 ・一'三 ㌧"○
サ ル トル は,父 親 の い な い 子 供 で あ っ た か ・ら}自 分 と私 生'児の 間 に は 特
別 な 共 通 感 情 が あ る と信 じ き う て い た よ う'であ る 。 彼 は,・孤 児 と い う 毛の
は く偽 私 生 児 〉 だ と き め づ け て い る が ㌧ こ う い つ た 考 え 方 は'、1すで に,;彼
の 子 供 時 代 か ら・あ ・っ た と思 わ れ る 。'・ぶ ・:・.・ ・∴ ・・t・1
私 生 児 に 関 す る テ ー マ は,『 聖 ジ ュ ネ 』SaintGenet,『悪 魔 と神 』"Le
DiableetleBollDieu.1こ於 て 様 々 な 問 題 を提 起 し て い る が,『1キ:一シ 』・に
於 て.もi;人種 的 偏 見 の 問 題 や 階 級 問 題 を提 出 し て い るb∵'・'・・二'・.・1∵
こ'こ・では`・・サ ル い レほ,1'キ'∴・シ と い う私 生 児 を 通 む 毛 生 ま れ に よ りil
(98)
また,.職業に より一 その賎 しい社会 に住 まなければな らない人間 を描 き出
している。・'キー・ンとい う私生児の眼 を通 して,社 会の偏見 や階 級 を 目 撃
し,そ れにっいて様々 な方向か ら訴 えてい るの であ る二 一
「世襲の名誉 を持 ち,生 まれ なが らに して尊敬 され る権利 を」岡持 って
いる貴族達 に とって,キ ー ンは,・.「愚 かに も,・人 間だ と思い違 い」岡 され
るよ うな存在 であ り,「反射」'でしかない。∫成上 り者 で,.集まれの卑 しさ
が一 目でわかるほ ど趣味 が悪い」倒 「呪われた男」傾 に過 ぎな い の で あ
る。だか ら,1キ「ツは貴族の家には道化役者 として しか招待 され ない し,
高貴 な婦人 か ら本気 で愛 され るよ うなこ ともない。貴族 とは決闘す るこ と
も で き な い の で あ る ・ __.、 ・ 、 ・,・ ∵,
だが.賎 しい社会に住む人間にも自負心はある。彼等にも 人間とレて
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こ れ が,'キ ー ン を支 え て い る 自負 心 な の で あ る 。 だ が,・下 賎 な 社 会 で い
く ら り き ん で み て も,ま た,い か に 自負 し て み て もジ 別 の 社 会 が あ る こ と
は 否 定 で き な い 事 実 で あ る。-t,-t:-L'・ ・.・1、,L,
r悪魔 と神 』 に 於 て,ゲ,ッ,ッGoetzは,貴 族 を愛 し,.そ れ を羨 望 す る が
故 に貴族 を殺害 したが、 それ と同 じよ うに,キ ー ンは,貴 族 と伺 列な人間'
になろ うと して,伯 爵夫人 の愛 を獲得 しようと努め る。つ ま り,高 貴な夫
人を攻め落とすことによって潰 族胴 等な存在に鱈 うと企てるのであ 乗







従 っ'て,.キ ー ジ は,今 度 は,伯 爵 夫 人 の 名 誉 を 傷 つ け 元 そ う す る こ と に
よ つ て 彼 女 を 所 有 し よ う と す る の で あ る6彼 は 」 愛 す る 相 手 を 傷 つ け る こ
Tとに よ
っ て し か,自 分 の 愛 を 獲 得 す る こ と が で き な い め だ と,・つ ま り,そ
う す'る こ と に よ づ で し か 自 分 の 自 尊 心 は 満 た さ れ な い の だ と 決 心 す る 。 だ
が,へ役者の企 てる,『この ような破壊的な意欲 を含 んだ愛情は,'.とそ も貴族
ロ
社会や ブル ジ ョワジーに打撃 を与 えることはで きないであろうピ動揺 させ
るご とす らで きないであろ う6い か}三自分 ガ1そめ世界の第]一人者であると
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・ キ ー ・ン の 自 尊 心 は 癒 さ れ ず;彼 の 憎 悪 と復 讐 は 無 効 と な る の で あ る 。 だ
が 彼 は,た と え そ れ が 夢 の う ち に 終 ろ う と.も,役 者 と し て,'ま た;,:.私生 児
と し て,貴 族 社 会 に 挑 戦 し,復 讐 を 企 て な い で は い られ な い の で あ る 。 彼
ぱ1そ こ に 生 き 甲 斐 を 感 じ て い る の で あ:る。 こ れ が キ ≡ ン の'自負 心 な の で
(100)
あ る。".・'←'":、'・,・ ・.
サ ル}ル の キー ンが,デ ュ々 に較 べ,此 較 的個 性 が強 く;一 本 調 子 な 人
物 で あ るの は,こ う・い った役者 としての,ま た私 生 児 と しての強 力 な 自負
心 に基 づ い て い るか らなの で あろ う。 ギ
今 度 は,表 現 の仕 方 につ い て考察 してみ よ う。
デ ュマ とサ ル トル の表 現 方法 の違 い とい うこ とに な る と,.当然,ロ マ ン
派作 家 ど現 代作 家 の表 現 の仕 方 の違 い とい うこ とにな るが,こ こで は,'あ
ぐ・ま'でもゴ キ'・一'ンー 人 に関 す る表 現 に つ い て 考 え て み る こ とに す る6.rt・.










㍉ こ の よ う な 大 仰 な 表 現 は ,〉ロマ ン 派 作 家 独 特 の,も の で あ り,.特 に,ユ,ゴ
ー の 作 品 に 多 く見 ら れ る も の で あ ・る6' .'・lJ"・、、…1、'r.,・ ・.:.tt、
∵ こ の デ ュ・マ の 表 現 は ジ ユ ゴ ー 程 大 仰 で は な い が,・ そ れ で も,現 代 の 読 者
ま'た は 観 衆 に と っ て は ∬.あ ま り に ・も ロ,マ ン ヂ ッ'ク過 ぎ て,何 か 奇 異 な 、も の 、
に 感 じ ら れ る で あ ろ う δ ・・い ・ ・ .・・.'・・'㍉ ・・治 ∴ ・戸 西
サ ル トル は,勿 論,こ の よ う な セ リ フ は 省 い て い る 。 ロ マ ン 派 の 特 徴 で
あ る 長 々 とtた く だ ら な い`ゼ リ フ.や1':・ゴ ミヅ ク な 場 面 な ど も ま た"fす べ て
省 い て い る 。:1..・1'・ ・ ‥ ∵ ・::'・:'∵.∵`.ン
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では,デ ュマの表現 は,現 代人に とって無意味 な ものなのであろ うか?
現代の読者 を感動 ・させ ・ることはないのであろ うか?
'第一幕第五景に於 け るデ ュマ とサル トルの キー ンのセ リフを.読んでみ ょ
へ
つ …'∴.'[一 ・'・ .'i
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.・サル トルの セ リフは,.'極め て現代 的 で,.歯切 れ が良 く,ゴ簡潔 で,,・我々読
.者ま たは観客 の心 を と らえ る強 力な 力 を持 ってい る。二 方 デ ュマの セ リ.フ
(102)
はサル トルでは味わ うことので きない美 しい魅 力を持 っている。っ ま り,
デ ュマのセ リフには,.古風 ではあるが,腕 曲で優雅 な表現 が含 まれてい る
ので ある。一見 して .まわ りくど くゴ取付 き難 いよ うに思 われるが!.良く
セ リフを,セ リフとい うよ り文章 をかみ しめ,詩 を読む よう.に,声を出 し
て読 んでみ る と,1サル}ル には全 く見 られない文章の味の深 さが感 じ られ
る・.・ ..・.ll
また,第 三幕第七景 に於 て,覆 面 を剥 ぎ取 られ た ロー ド・ミ・「ウ ィル
がジ 自分 は貴族 であ るか ら・ キー ンの ような曲芸師 と決 闘 する訳 にはいか
ない と述べ るセ リフに対 して,キ ーンの語 る,、皮 肉 をた っぷ り含 んだセ リ
フについて も,.同じようなこ とが云える○極 めて拝情的なセリフであるg
こ うい った文章は・観客 ではな く読 者 とい う立場か らすれば㌧ まった く
現代風な・ そ して・ 日常会話的 なサル トルのセ リフよ、りは,は るかに味 わ
い深 い・魅力ある文章 であるゴ また,デ ュマの文章 は,変 化 に富んだ様々
なエ ピソー ドを数多 く含 んでいて,我 タの心 を楽 しませて くれ る。
例 えば,第 三幕第 四景,ピ ーター ・パ ッ トの酒場 の場面で,デ ュアは,、
キー ンと,何 処 の馬の骨 とも判 らない,身 分の低 い,賎 しい ジ ョンとその
友達 とを対立 させて,滑 稽な場面 を演 じさせ,我 々の心 をなごやかにさせ
て くれ る。
こ うい った滑稽 な=場面 を意識的に演劇 に取 り入れ,劇 全体 に現実感 を与
えるとい う方法は・ ロマγ派時代か ら始 まったことであ り・ その方法 を理
論的に体 系づ けたのは・ ユゴーのrク ・ムエル』 の序文LalP・efa・r,de
Cromwellである・ 、
「クロムエル』 の序文 は,、次 の ような ことを云 ってい る。
人類は我々個人が成長 し,発 展す るの と同 じよ うに成長 し,発 展 してい ≡
る。 それ故,・進歩 し,.発展す る知 力の表現である言語 もまた進 歩 し て い
る・ この言語 の進歩 とい うこ とか ら,社 会の表現で ある文芸 もまた動 き,
発展 している。 この ように成長 し,発 展 して きた人類史は,今 日までに三
(103)
つの段階に分 けることがで きる。原始時代,古 代,現 代がその三段階であ
る 。
dt原始時代 はi生 活 が放浪的で二定 の社会的秩序 も制約 もない 自由奔放 な
夢 め ような時代で,'文学 ジャシル としては}予情詩 にあたる」い
・:古代 は;'社会的統制 が成 立 し,国 家 の体制 をな し,闘 争め起 らた英雄の
時代 であ り,文 学 ジャンル としては叙事詩 にあた る。
'現代 は
,現 実の人間 について考 える,一人 間劇の時代 である。 「従 って,
ドラマ ドラマ
キリズ ト教か ら生 まれた詩そある現代の詩は,劇 である。劇の性格 はそめ
タ イ プ
現実味 に求 め られ る。・現実味 は二つの典型,つ ま り,崇 高な もの と滑稽 な
もの とめ極あて自然な詰合 より生ずる;そ して,こ の二つの勇逼は,人 生
じド ラ マ タ
や被造物に於 そ交差す るよ うに,劇 に於て も交差 す るのであ る。」田
"江 ゴ三の この演劇理論は,鴫デュマは勿論,当 時 ゐ作家達すべ て を感 動の
渦 に巻 き込み,i破等 に極あて大 きな影響 を与 えた。'∴
デ ュマは)・一・『ギー ン』1に於 て㌧高貴 な地位 にい る人物ゐ悪徳 や滑稽 な様
子な どを意識的 に暴露 し,:身分の低い,賎 しい人 物 を立派な美徳の持 ち主
として描 き出 してい るが,'こうい った方法は,1すぺ て1ユ ゴ ー の 理 論,
ぐ副 ま対立 した要素 をそなえた人間 を描かなければならない》に基 づいて
い るのであ る。
.ボ:、
最後に,サ ル トルのrキ ーン』に於 ける哲学的思考にふれて,`この小論
を終 る こ と に す る 。.;`
サル トルの作品は,一 般の人々に と っては,依 然 としそ深淵な哲学的思
考 を含 んだ,難 解 な ものであ り,彼 の哲学 に関す る予備知識 な しでは,誰
か らも理解 され,感 動 され るとい う性質の ものではない。 だが;ざ きに も
ふれたよ うに,rキ ツー 』 は比較的気軽 に誰で も接 し得 る作 品で あ り,一容
易 に理解で きる作 品である。 そ うはい って も,こ の作品に も∴や は り,あ





















この セ リフは,`女優 志 望 あ デ ンナ に向 ってな され た もの で あ る が∴'実
は,読 者 または観 衆 に 向 って発 せ られ た言葉 で あろう。・こ こで述 べ ら'れて
い るの は,"役者 とい う特殊 な職 業 につ い・てい.る者 の 悩み で あ る。,
・役者 は・.意識 的 に,偽 りの外観 を 自分 に与 え るこ とに よ.うて}観 衆(絶
入)を 欺 き,偽 りの 自分 を演 じ続 けな けれ ば な らない。 つ .まりい・絶 え ず
《他 者 》 と な り きって い なけれ ば な らないの で あ る。従 って,キ ー ンは,
ジ:iiL-1ク.スピ ア劇 を演 じ一る役者 で あ るか ら,・舞 台の上 で は,ハ ム レ ヅ トで
あ り,・オ.セロで ありジ、リや王 で あ つてザ 決 して キー'シ・で は ないの で ある 。・■
(105)
O
舞 台 の上 では,常 に 自己 を欺 く他 人 で あ り,他 人 に な り きるこ とで生 きて
行 か な けれ ば な らな い存在 で あ る。彼 は,'「想 像 界 にお い て 自己 を欺 きな
が ら,自 己 を他者 た ら しめ るこ とに よ うて存在 を獲 得 す る人 間」 田 なので
あ る。
これ は,あ る意 味 では》 役者 で あ り私 生 児 で あ るキ ー ンが 自分 を欺 くた
め に,自 分 が なれ ない存 在(貴 族 や ブル ジ ョワ ジー)に な るたあ に芝 居 を
して い るの だ と も云 え る。・ ㌔.・'㍉
;;かくて ,キ ー ンは,「 王 国 きっての名 優 」臼 とな るが,そ れ はゴ あ くま
'
で も舞 台 め土 での こ とで あ る。観 衆 は こ ぞ って ハ ム レッ トを演 じるキ ー ンi
を 眺 め,感 嘆 す るが,は た して,.彼等 は キー ン を眺 めて い るの で あ ろ う
か?一"、.'"・ ・..・ ・3`、
彼 等 は,・い ム レ.ットを演 じる キニ ン,・つ ま り,自 己 を欺 き他 者 とな った
キー ンを見 て い るの で あ'って,・決 して,生 身 の キーンを 見 てい るので は な
い6真 実 の キ・一ンは,'観衆 の想 像 力の 中 に ハ ム レッ トを成 立 ざ せ る た め
に,姿 を消 して しま ってい るの で あるσ・キ ー ンは,す で に,汀 何 者 で もな
ぐ」,鱒 単 な る 「展 気 楼 」・で あ り,「反 射 」,でしかな いの で あ るび.・
・ だ が,・'こうい った人 間 は,現 実 に は どの よ うな存 在 で あ るのだ ろ うか?
舞 台の 上 で しか,つ ま り,想 像 の世 界 に於 て しか存 在 を得 られ な い彼 は,
ど う しよ うとい うの で あ ろ うか?
彼 は,・現 実 の世界 に於 て もまた同様 に,一 個 の人 間と しての存 在 を示 そ
う と努 力 す るが,そ れは 当然 な願 望 で あ る。 … 一
キー ンは,ケ ー フ ェル'ト伯 爵 夫人,エ レナに対 す る恋 を実 行 す るこ とに
よ って現 実 の社 会 に 自分 め存 在 を示 そ うと努 め る。舞 台 の土 での恋 では な








.「 ….・ … い:『 一 ….…'…
キー ンは,こ こで,《 し ぐさ》 か ら 《行 為 〉 へ と移 るの で あ る。 ・
彼 は,第 四幕 の終 りで,こ の くし ぐさ〉 か ら く行 為》 へ と移 る過 程 を,
錯 乱 の うちに,':はっ き り と示 す 。,・.、 ・
キ』 ンは 『オ セ ロ』Qthelloの最後 の 一一幕 を演 じて い る。 キー ンの相 手
役 の ア ンナは1実 際 に キ,一ンを愛 してい るが,一 方 キー ンは,前 桟敷 に い
る伯 爵 夫 人tiエ レナ を愛 してい るbと こ ろが}イ自爵 夫 人 の桟 敷 には キー ン
の恋 敵 の プ リシス ・オ:ヴ・ウェル ズ が居 り;"『夫 人 と睦 ま じい所 を見 せ てい
る6そ こで,キ ご ンの嫉 妬 心 が躍 動 し始 め るの で あ るが,一一方 正 レナ もま
た,オ 七 口の 妻 を演 じてい るア ンナ に嫉 妬 心 を抱 き始 め る。 … ゴ ー
伯 爵 夫 人,エ レ ナは,ア ンナ をか らか い,・軽 蔑 し,.プー リ ンス ・`オヴ ・ウ
ェ・ル ズ と と もに声 を出 して嘲笑 す る;ギ ー ンは逆 上 し,.淺敷 の ほ うに歩 み
よ り剣 を抜 こ う とす る。"・ 一.'



















これは,真 実の キー ンの姿であ る。 だが,迩この キー ンの存在 は誰 に も認
めちれ ないのである。役者キー ンによつ て演 じられたオ七 口の嫉妬 を見 て
来 た観 衆 は,.キー ンが真実の オ古祠にな りきった途端 に,'つま り,,キー ン
が くし ぐさ>Lから 《行為>1に移 ったその瞬間 に,叫 び声 と口笛で これ を迎
迎
えるので ある。・という.のも,役 者の 《行為》 は,・《演技》以外の何 もので
もな く,真 実 のキー ンの 《行為Σ・は もはや真実 の 《演技〉 では な くな って
い るか)で あ る・-rつま り○ キーr・.;2がい 「これ が その男i"・あな たが たの キ「
ンです!」 働.と云 って,真 実の 自分 を観 衆 の前 に さ らけ 出 し㍉ 、「自分 の 内 一
部 か らオゼ ロに変 貌」領 し終 った時,彼 を迎 え るの は,.感嘆 と驚嘆 の涙 で
は な く;罵 声 と爆 笑 と口笛 な ので あ る。1': 一'ト
こ こで始 め て キー ンは理 解 す るので あ る。観 衆 は,「 まが い もの しか お
好 きでは ない 」哨 の だ ど。 自分 が真実 をさ らけ出 し川 「オ七 口 を,王 者 の
風 格 の あ る偉 大 な7キ ・ユ と解 釈 す るの は間 違い だ?.,k」但 の だ と。'、il,.、、・ミ1-
.・で1‡・,真実 の キー ンは ど うな るの か?破 は,;観衆 に 自 っ5(,,・,珠の よう.
に叫ぶ 。




.真実 の キ㌔ ンは,若 い頃 死 んで レま ≒た の で あ る。・・残 って い ・る:のは,・
(108)
「怪 物 」 キー ンなの で あ る。.彼が 自己の 内奥 で感 じるキ「 ン とい う主 体 は
存在 せず,た だ観 衆 か ら罵倒 され る役 者,'完全 に客 体化 した存在 き り残 っ
てい ない の で あ る。 、、1:・ 』 ・ ・ 、'1'、 t
.'これは,役 者に とって極めて悲劇的なことである。役者 であるために,
しか も1優 秀 な役者であ るがために,'真の 自己(主 体)を 失わなければな
らない とは,何 とい う悲劇であろ うか?だ が,こ れは役者だ けの問題 な
の であろ うか?役 者 が,役 者 としての 自分(客 体)と,生 身の 自分(主
体)と の間に感 じる矛盾,他 人にな りぎるこ どが多 く,か つ深い演技 力を
持 つ役者であればある程,そ の深 みを増す矛盾,こ の矛盾 は～実は,こ の
世 に生 きてい るすべ ての者が感 じる矛盾ではないだろ うか?キ ニ.ンが,.




実 際 役者 だけが演技 をしてい るのではないのだ。我々 自身 も,絶 えず
演技 をしてい るのだ。我々は,各 々,そ れ と気付 かずに,他 人 か ら与え ら
れた役割 を演 じているのだ。毎 日の生活に於 て,各 人 それぞれの生 き方 を
してい るが,そ の 《行為〉は,実 は,他 人か ら与 え られた役 に従 って,そ
れ らしくや っている く演技》 に過 ぎないのではないだろ うか?演 技者 で
ない 自分(主 体)は,実 際 何処 かへ姿 を消 して しまってい るめ ではない
だろ うか?そ うだ とすれば,こ れは,キ ー ンの ような特定 の職業 につい
てい る者 に限 σたこ とではな…く,人 間全部が当面 させ られ てい る問題 であ=
ノ、
る 。'∵ ・'=瘡 ・・一
く ト ロ
我々燗 は・知ら捌 らずρうちに・他人勒 与えられ殴 釦 こ従 っ
て,つ ま り自己 を欺 く他人 とな って,そ の役割 とい う枠 の中で生活 してい
(109)
るが,・それ に気 付 い た時,つ ま り,真 実 の 自分(主 体)が 姿 を消 して しま
ってい るの を認 識 した時,我 々 は ど うす れ ば良 いの だ ろ うか?真 実 め 自
分 を見 出 し,そ れ を取 り戻 す ため に は ど うした ら良い の で あ ろ うか?
これ は,』サ ル トルか ら観 客全 体 ぺめ ・〈問 い か げ〉 で あ る二 この 問題 の解
答 は,':『キー ン』 の 中 で は な く元'観衆 め頭 脳 の 中 に残 され て い る の で あ
る。 、
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